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第１回伊勢原市歴史文化基本構想策定委員会 会議録 

 
１．開催日時 

平成２７年７月３１日（金）午後３時～午後５時 
２．開催場所 

伊勢原市青少年センター２階 工芸室 
３．出席した委員 

鈴木良明(委員長)、谷川雅一(副委員長)、川島敏郎、清水擴、永井治子、佐藤健、 
山本勉、目黒仁、菅谷裕子、齋藤慎、鈴木あつ子、佐野治之、鍛冶栄一、櫻井勇  

４．出席したオブザーバー 

黒石正幸（経営企画課長）、辻雅弘（広報広聴課長）、安藤隆幸（商工観光振興課長） 
５．事務局 

鈴木教之（教育長）、山口譲（歴史文化推進担当部長）、立花実（文化財課長） 
６．会議書記 

酒川崇生（文化財課主事） 

７．公開可否 

 公開 

８．傍聴者数 

  ０人 

《審議の経過》 

午後３時開会 

 第一部 伊勢原市歴史文化基本構想策定委員の委嘱状交付式 
 第二部 第１回伊勢原市歴史文化基本構想策定委員会 

１．正副委員長の選出 

  委員長は鈴木良明氏、副委員長は谷川雅一氏が選出された。 

２．あいさつ 

３．自己紹介 

４．議題 

（１）「日本遺産」登録について 

   資料１、２を用いて、事務局より説明 

（２）「歴史文化基本構想」策定及び「日本遺産」登録に向けたスケジュールについて 

資料３を用いて、事務局より説明 

（３）伊勢原市歴史文化基本構想について 

   資料４を用いて、事務局より説明 
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［委 員］資料４の第６章関連文化財群へのストーリー掲載に違和感を感じる。 

［事務局］日本遺産申請をイメージしていただくためストーリーとして掲載した。 

［委 員］歴史文化基本構想が全般に抽象的すぎる。 

［事務局］基本構想は、今後文化財行政を進めるに当たっての道しるべとして、表現など、 

間口を広くした方向性と方針などを記載している。 

具体的な取組については、今後必要に応じて策定する基本構想に基づく実施

計画に示すこととしたい。 

［オブザーバー］一次審査は、平成２７年度の結果から言うとストーリーの審査で８３件から

５４件まで絞られた。ほぼ２分の１になるので大事だと思う。ぜひ皆さんで

考えていただきたい。 

（４）「日本遺産」登録に向けて 

［委 員］日本遺産の認定結果を見ると、群馬県の「カカア天下」等女性が関わってい

る部分がある。伊勢原も女性が関わってくる部分があるとストーリーにおも

しろみが出てくるのではないか。 
 
  午後５時閉会 
 
［配付資料］ 

資料１：「日本遺産」登録について 

資料２：「日本遺産（Japan Heritage）」の認定結果及びロゴマークの発表について（文化

庁・平成 27年 4月 24日付け報道発表） 

資料３：「歴史文化基本構想」策定・「日本遺産」登録に向けた作業スケジュール 

資料４：伊勢原市歴史文化基本構想（たたき台） 


